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（別　紙）

○事案の審議について

１．簡易公募型に準じたプロポーザル方式

１）

○ ・ 港湾施策には、人流、物流、環境、防災と様々な視点があり、本業務
は、沖縄振興に向けた港湾施策に関する検討業務であることから港
湾施策全体の方向性を網羅するための設定をした。

○ ・ 企業に対してヒアリングを行ったところ、このタイミングにおいて技術
者を確保して実施体制を整えることができないという回答が多かっ
た

○ ・ 所定の調査成果が得られる範囲で、競争参加資格要件の見直しを検
討していきたい。

○ ・ 了解

平成22年度沖縄振興に向けた港湾施策に関する基礎検討業務

優秀な技術者を確保し、更なる競争性を確保するために、早期
発注等を含め検討してほしい。

回　　　　　　　　　答意見・質問

参加表明者が１者のみとなっているが、その考えられる理由は
何か？

今後、競争性を確保するための改善に向け、どのような取り組
みが必要となるか？

特定テーマ「港湾施策の分野とその分野における方向性を検
討する上での着目点」を設定した理由は？


